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Fig. 1 Reflectance spectra of diluted 

bloods of types A, B, AB and O before and 

after mixed with antibody-A, measured 

with the waveguide-mode sensor.  
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[1] M. Fujimaki et al., Opt. Express, pp. 6408-6416, vol. 16, 2008. 
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【はじめに】我々は、ABO 血液型判定と感染症検査を微

量血液で簡易に行える救急および災害現場用センサ開

発を行っている。本講演では ABO 血液型判定を行った

ので報告する。 

【実験】これまでに我々は検出板表面での反応等を光吸

収により鋭敏に検出できる導波モードセンサを開発し

てきた[1]。A、B、AB、O 型の全血とリン酸緩衝食塩

水を 1 : 7 の割合で混合し、赤血球濃度 5% の全血とし

た。この液 50 L を滴下 10 分後のスペクトルと、抗 A、

抗 B 抗体をそれぞれ 50 L滴下 5 分後のスペクトルを

測定した。 

【結果と考察】赤血球濃度 5 % の全血 (before) と、全

血に抗A抗体を滴下後 (after) の反射スペクトルをFig. 

1 に示す。A 型(a)及び AB 型(c)の血液では、反射率が

大きく変化した。これは、赤血球細胞膜にある糖鎖抗

原と抗 A 抗体との反応により、赤血球が凝集したため

と考えられる。また、B 型(b)及び O 型(d)の場合では反

射率変化は見られなかった。これは B 型、O 型の赤血

球が抗 A 抗体と凝集反応を起こさないためと考えてい

る。さらに、抗 B 抗体を用いて同様の実験を行った。

B 型及び AB 型の場合に反射率が変化し、A 型及び O

型の場合には変化しなかった。これも糖鎖抗原と抗 B

抗体による赤血球凝集反応で説明できる。導波モード

センサを用いると、目視に依存しない ABO 血液型判定

ができることがわかった。 
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